
令和３年 第６回

戸田市教育委員会定例会

令和３年６月１８日（金）午前９時３０分

戸 田 市 役 所 ３ 階 教 育 委 員 室

戸田市教育委員会



第６回教育委員会（定例会）次第

１ 開会

２ 前回の会議録の承認

３ 教育委員提案 別添 資料№１のとおり

４ 報告事項 別添 資料№２のとおり

５ 議事     ページ

（１）専決処理事項の報告

報告第１３号 生涯学習課所管施設の開館時間変更について････････････････････････････１

（２）議案

議案第２２号 「戸田市健全な教育環境確保のための住宅開発抑制に関する指導要綱」に係る

受入困難地区等の指定見直しについて･･････････････････････････････････４

議案第２３号 戸田市立郷土博物館の特別整理期間に伴う休館について･･････････････････５

６ その他

（１）次回の教育委員会の日程（案）

令和３年７月１５日（木）午前９時３０分～

（２）その他

７ 閉 会



生涯学習課所管施設の開館時間変更について

戸田市立芦原小学校生涯学習施設開館時間変更の延長について 

１ 開館時間 

【変更前】午前９時から午後９時３０分まで 

【変更後】午前９時から午後８時まで 

（ただし、貸室の利用時間は午後７時３０分まで） 

２ 期 間 

【変更前】令和３年４月２８日（水）から令和３年５月３１日（月）まで 

【変更後】令和３年４月２８日（水）から令和３年６月２０日（日）まで 

３ 理 由 等 

戸田市新型コロナウイルス対策本部会議において、市内公共施設等の開館時間について、

６月２０日（日）までは午後８時までとすることが決定されたため。 

４ 参 考

戸田市立芦原小学校生涯学習施設運営要綱 ～抜粋～

（利用時間） 

第３条 施設の利用時間は、午前９時から午後９時３０分までとする。 

（休館日） 

第４条 施設の休館日は、次のとおりとする。 

(1) １月１日から同月３日まで及び１２月２９日から同月３１日まで

(2) その他教育委員会が必要と認めた日

報告第１３号
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戸田市立図書館上戸田分館の開館時間変更について 

１ 開館時間 

変更前   午前９時から 午後９時３０分まで 

変更後   午前９時から 午後８時まで   

２ 期 間   令和３年６月１日（火）から令和３年６月２０日（日）まで 

３ 理 由 等 

令和３年５月３１日開催の戸田市新型コロナウイルス対策本部会議において、当

該施設の開館時間の短縮が決定したため。 

４ 参 考

戸田市立図書館条例施行規則 ～抜粋～ 

（利用時間） 

第４条 図書館の利用時間は、次のとおりとする。ただし、戸田市教育委員会（以下

「教育委員会」という。）が必要と認めたときは、これを臨時に変更することができ

る 。 

名称 利用時間 

戸田市立中央図書館 月曜日から金曜日まで（その日が国民

の祝日に関する法律（昭和２３年法律

第１７８号）第３条に規定する休日

（以下「休日」という。）である場合

を除く。）は午前９時から午後８時ま

でとし、日曜日、土曜日及び休日は午

前９時から午後６時まで 

戸田市立図書館上戸田分館 午前９時から午後９時３０分まで 

戸田市立図書館下戸田分室、戸田市

立図書館美笹分室及び戸田市立図

書館下戸田南分室 

午前９時から午後６時まで 

戸田市立図書館戸田公園駅前配本 月曜日から金曜日まで（その日が休日

2



所 である場合を除く。）は午前８時３０

分から午後８時までとし、日曜日、土

曜日及び休日は午前９時から午後５

時３０分まで 

第９章 雑則 

第３４条 第４条から第１０条の２まで、第１２条から第１８条まで及び第２０条か

ら第２３条までの規定は、第３１条の規定により図書館の管理に関する業務を行う

指定管理者について準用する。この場合において、第４条中「戸田市教育委員会（以

下「教育委員会」という。）が必要と認めたときは」とあるのは「指定管理者は、

教育委員会の承認を得て」と、第８条中「館長が」とあるのは「指定管理者が教育

委員会の承認を得て」と、第９条第１項、第４項及び第８項中「教育委員会」とあ

るのは「指定管理者」と、第１０条及び第１０条の２中「館長が」とあるのは「指

定管理者が教育委員会の承認を得て」と、第１２条、第１３条、第１６条から第１

８条まで並びに第２２条中「教育委員会」とあるのは「指定管理者」と 読み替える

ものとし、第１号様式から第８号様式までに替わるものを指定管理者が別に定める

ものとする。 
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「戸田市健全な教育環境確保のための住宅開発抑制に関する指導要綱」に係る受入困難地区等の指定見直しについて 

●受入困難地区等一覧表 令和３年７月１日時点

　「戸田市健全な教育環境確保のための住宅開発抑制に関する指導要綱」第５条に基づく学校施設ごとの受入困難地区等を下表のとおり指定する。

学校施設（小学校） 受入困難地区等 学校施設（中学校） 受入困難地区等

戸田第一小学校 準監視地区 戸田中学校 地区指定なし

戸田第二小学校 準監視地区 戸田東中学校 地区指定なし

新曽小学校 準監視地区 美笹中学校 地区指定なし

美谷本小学校 受入困難地区 喜沢中学校 地区指定なし

笹目小学校 準監視地区 新曽中学校 地区指定なし

戸田東小学校 準監視地区 笹目中学校 地区指定なし

戸田南小学校 受入困難地区

喜沢小学校 受入困難地区

笹目東小学校 監視地区

新曽北小学校 準監視地区

美女木小学校 監視地区

芦原小学校 準監視地区

●受入困難地区等について
上表の受入困難地区等については、変更することがある。
「戸田市健全な教育環境確保のための住宅開発抑制に関する指導要綱」第７条に基づく教育委員会との協議において、計画戸数の上限と併せて最新情報を確

認すること。

議案第２２号
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戸田市立郷土博物館の特別整理期間に伴う休館について 

１ 特別整理の期間等 

施設名 期 間 日数 

郷土博物館 令和３年９月１３日（月）～９月１８日（土） 

ただし、９月１３日（月）は第２月曜日のため通

常休館 

６日間 

２ 理    由 

戸田市立郷土博物館では、中央図書館の特別整理期間に合わせて、戸田市立郷土

博物館条例第６条に基づき、特別整理（収蔵庫の清掃及び資料の点検・整理等）を

実施するため、休館します。 

 中央図書館の特別整理期間による休館につきましては、令和３年第３回教育委員

会定例会において議決済です。 

＜ 参 考 ＞ 

（１）戸田市立郷土博物館条例 ～抜粋～

 (休館日) 

第６条 郷土博物館の休館日は、次のとおりとする。 

(1) 毎月の第２月曜日、第４月曜日及び第５月曜日(その日が国民の祝日に関す

る法律(昭和２３年法律第１７８号)第３条に規定する休日(以下「休日」とい

う。)である場合を除く。 

(2) １月１日から同月４日まで及び１２月２９日から同月３１日まで

(3) 館内整理日(毎月末日。ただし、その日が日曜日、土曜日又は休日である場

合を除く。 

(4) 特別整理期間(毎年１回１５日以内)

(5) その他教育委員会が必要と認めた日

（２）戸田市立図書館条例 ～抜粋～

(休館日) 

第６条 図書館の休館日は、次のとおりとする。ただし、教育委員会が必要と認め

たときは、これを臨時に変更し、又は定めることができる。 

議案第２３号
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区分 休館日 

戸田市立中央図書館、戸田市立図

書館下戸田分室及び戸田市立図

書館美笹分室 

(1) 毎月の第２月曜日、第４月曜日及び第５月

曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭

和２３年法律第１７８号）第３条に規定する

休日（以下「休日」という。）である場合を除

く。） 

(2) １月１日から同月４日まで及び１２月２

９日から同月３１日まで 

(3) 館内整理日（毎月末日。ただし、その日が

日曜日、土曜日又は休日である場合を除く。

以下同じ。） 

(4) 特別整理期間（毎年１回１５日以内で教育

委員会が定める日。以下同じ。） 
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資料 ＮＯ．１

教育委員提案

令和３年第６回教育委員会 (定例会 ) 

令 和 ３ 年 ６ 月 １ ８ 日 ( 金 ) 

戸 田 市 役 所 ３ 階  教 育 委 員 室



１ 教育委員提案

ページ

① ICT教育における学校と家庭のネットワーク環境について（木村委員）･･･････････････････１

（教育総務課）

② 今後の学校行事について（土肥委員）･････････････････････････････････････････････････２

（教育政策室）



ICT教育における学校と家庭のネットワーク環境について

　【目的】

、

◎機器整備の現状：Wifiルータを２００台整備（教育総務課）
貸し出しに関する規定の整備

◎運用に伴う学校との調整（教育政策室）　家庭でのchromebookの活用促進等

貸与までの流れ（学校と家庭のシームレスな学びの実施）

↓

↓

持ち帰り →　 NO →

↓

YES

↓

↓

↓

↓

↓

各学校で、各家庭のWifi環境実態調査を行う。
（各家庭のWifi整備率の把握）

学校が保護者へWifiルータ貸与

　　　各学校で、PC持ち帰りを前提とするが、どの学年で、
　　　いつから、何を、どれくらい実施するのか？

Wifiルータ貸し出ししない。

　　　就学援助費受給世帯及び生活保護世帯に対して
　　　各学校で、Wifiルータの貸与希望を照会する。
　　　（Wifi環境のある家庭は、除く。）

学校が必要数の把握

学校へWifiルータ配布
（教育総務課）

学校が保護者から申請書受付
（内容確認）

自宅Wi‐Fi 環境が無い家庭モバイルWi‐Fi を導入

＜＜家庭でのオンライン学習（授業）不可＞＞ → 可へ

コロナ禍の中で、学校での学習ができなくなった場合に備え、学習の機会を確保

する上から、オンライン学習（授業）の必要性が高まってきた。

本年４月から、３年生以上は、一人一台ＰＣの環境が整備されたため、自宅にWifi

環境が整っている家庭では、オンライン学習（授業）が可能だが、Wifi環境が整って

いない家庭では、オンライン学習（授業）に対応できない。

そのことから、自宅にWifi環境が整備されていない家庭に対して、モバイルWifi

ルータを貸与し、オンライン学習（授業）に対応できる環境整備の補完を目的とする。

※通信料は各家庭が負担。（各家庭SIM契約をし、通信料を負担する）

低所得者への援助について

・就学援助世帯

就学援助費に通信費相当分を

上乗せで、支給。

・生活保護世帯への援助について

教育扶助に通信費相当分を上

乗せで、支給。

教育委員提案①
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６⽉ 教育委員提案
今後の学校⾏事について

⼾⽥市教育委員会
教 育 政 策 室

学校⾏事について
学校⾏事とは、集団への所属感や連帯感を深め、公共の精神を
養う活動である。 「学級・学校⽂化を創る 特別活動」（国⽴教育政策研究所）より抜粋

区分 具体的な学校⾏事
儀式的⾏事 ⼊学式・卒業式・始業式・修了式など

⽂化的⾏事 ⾳楽会・合唱祭・作品展⽰会・
⾳楽鑑賞会など

健康安全・
体育的⾏事

運動会・体育祭・健康診断・
避難訓練など

旅⾏・
集団宿泊的⾏事 遠⾜・林間学校・修学旅⾏など

勤労⽣産・
奉仕的⾏事

ボランティア活動・
社会体験学習（３days）・⼤掃除など

教育委員提案②
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⼾⽥市としての⽅針

⼦供の「体験的な活動」を保障するために

○感染対策を講じる
例 ・⼈と⼈との距離をとる。

・換気をする。
・参加者の⼈数を制限する。

○⼯夫する
例 ・内容を精選して短時間で実施する。

・⼈と⼈との接触が少ない、⾶沫が⾶ばない
活動のみに制限する。

・学年で⽇時を分けて実施する。
・ICTを活⽤する。

感染対策を講じたうえで、⼯夫して実施する

運動会・体育祭における⼯夫

○学年毎に開催時間を区切り、完全
⼊替制とした。
○開会式はオンラインで密を避ける。

新曽⼩の取組み ○応援は⾶沫が⾶ばないように応援
グッズを作成した。

○接触の少ない内容を精選した。 ○⽟⼊れ⽤の⽟は⾃分専⽤のも
のを制作して共同に使⽤するも
のを控えた。
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修学旅⾏について

＜６⽉１⽇時点での状況＞
⼾⽥東中、美笹中、新曽中、笹⽬中→延期を決定したが、延期後の⽇程は未定。
⼾⽥中→８⽉２７⽇〜２９⽇に延期を決定した。
喜沢中→１０⽉１６⽇〜１８⽇に延期を決定した。

実施基準（「⼾⽥市⼾⽥市⽴⼩・中学校修学旅⾏の実施について」より）

令和３年度以降の林間学校・スキー教室
⼾⽥市⽴少年⾃然の家の廃⽌
⼾⽥市⽴少年⾃然の家は１９７４年に建設され、⼩・中学校

では林間学校の宿泊施設として使⽤してきた。
しかし、児童⽣徒数の増加に伴う収容⼈数不⾜や施設の⽼朽

化から、２０２１年３⽉３１⽇に閉鎖された。

林間学校の宿泊施設の選定
廃⽌に伴い、２０２０年度に⼩学５年⽣で実施する林間学校、

中学１年⽣で実施するスキー教室の宿泊地を各校代表による「林
間学校実施施設検討委員会」で協議の上、決定した。

国⽴⾚城⻘少年交流の家

⼩学校林間学校
菅平⾼原の⺠間宿泊施設

中学校スキー教室
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国⽴⾚城⻘少年交流の家について
・関越⾃動⾞道⾚城ICから２０分
・⾚城⼭南麓に広がる⿊松の森に囲まれ、標⾼500メートルに
位置する

・施設は東京ドーム５個分以上の広さ
・４００⼈以上が宿泊できる
・施設内でできるプログ
ラムは４０以上

菅平⾼原について
・上信越⾃動⾞道上⽥菅平ICから３０分
・⺠間宿泊施設は⼩規模から⼤規模まで２０棟以上ある
・⼤規模校にも対応できる⺠間宿泊施設が１０棟ある
300名まで宿泊可能 → ２棟 400名まで宿泊可能 → ７棟
450名 〃 → １棟

・多くの⺠間宿泊施設から
スキー場まで徒歩３分以内
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宿泊に伴う補助について
・スキー林間学校は⺠間宿泊施設で実施することから、宿泊費が発⽣
する。

・宿泊費が発⽣することから、家庭の経済的負担が増える。

⽣徒１⼈あたり13 ， 000円の補助
（２泊３⽇）

改善策

宿泊費の補助宿泊費の補助
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資料 ＮＯ．２ 
 
 
 
 
 
 

報告事項 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和３年第６回教育委員会 (定例会 ) 

令 和 ３ 年 ６ 月 １ ８ 日 ( 金 ) 

戸 田 市 役 所 ３ 階  教 育 委 員 室 

 



１ 報告事項 
ページ 

 
① 令和３年６月戸田市議会定例会 教育関連一般質問及び常任委員会について･･･････････････１ 
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報告事項① 

令和３年６月戸田市議会定例会 教育関連一般質問及び常任委員会について 

宮内そうこ議員（戸田の会） 

１ 教育支援センター「すてっぷ」の取組と、戸田市における不登校児童生徒への対応 

について 

(1) 教育支援センター「すてっぷ」での、不登校児童生徒に対する具体的な取組と現

状について。 

→ 「すてっぷ」では、市内小・中学校の不登校児童生徒に対して、学校復帰や将来

的な社会的自立に向けて、様々な支援を行っている。具体的には、国語、算数・数

学、英語などの教科指導やディベート活動、ＩＣＴやプリントを活用したドリル学

習や個別学習など、個々の児童生徒の学力の状況に応じた学習指導に取り組んでい

る。 

また、豊かな情操を養い、自律心を確立するために、絵はがき体験や茶道体験、

農業体験、体育活動など、様々な体験活動を実施している。現在は、コロナ禍によ

り、活動場所を分散したり、内容を工夫したりして、学校と同様、感染症対策を徹

底しながら活動している。 

（2） 中学校の「さわやか相談室」での取組について。

→ 「さわやか相談室」は、市内全中学校に設置しており、友人関係や学習、部活動

等、様々な悩みを持つ多感な時期の中学生の相談を行っている。学校によっては、

小学生の相談も受け入れている。さわやか相談員やボランティア相談員が常駐し、

子供たちの話を丁寧に聞き、悩みの解決に取り組んでいる 

また、全小・中学校に配置しているスクールカウンセラーや、各中学校区に配置

しているスクールソーシャルワーカーも専門的な知見をもって相談を行っている。 

（3） 「すてっぷ」及び「さわやか相談室」のいずれにも通っていない児童生徒に対

する働きかけについて。 

→ 「すてっぷ」や「さわやか相談室」に通っていない児童生徒については、学校の

教師や相談員、スクールソーシャルワーカー等が家庭訪問や電話連絡を粘り強く行

い、家庭や児童生徒との信頼関係を構築している。また、「すてっぷ」では、保護

者からの要望に応じて家庭訪問支援を実施する体制も整えている。 

今後も、きめ細やかな不登校児童生徒の居場所づくりと学習支援に取り組んでい

く。 
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花井伸子議員（日本共産党戸田市議団） 

２ 学校のトイレに生理用品の設置を 

（1） 新型コロナウイルス感染症拡大から社会の様々な問題が浮き彫りになってきた

中で、「生理の貧困」が指摘されている。コロナ禍に限らず、学校のトイレに生理

用品を設置し、子供たちの教育環境を整えるべきと考えるが市の考えを伺う。 

→ 学校では、児童生徒が学校生活上、生理用品が必要になったときのために、保健

室に生理用品を常備し、提供している。また、保健の授業での性教育や、宿泊行事

前の養護教諭や女性教諭による指導、保健だより等を通じて、困ったときには女性

教諭や保健室に相談するよう周知している。 

なお、新型コロナ関連施策として、生理用品の購入が困難な方を支援するため、

児童・生徒用に生理用品を学校の保健室に無償で提供することとしている。 

今後は、言い出しにくい児童生徒に配慮し、各学校が実態に応じて提供場所を設

置するよう、校長会に情報提供していく。 

 

三浦芳一議員（公明党） 

２ ３５人学級の課題と、今後の展開について 

 （1） 小中学校における学年別１クラスの人数の現状について。 

→ 小・中学校における学年別１クラスの人数は、公立義務教育諸学校の学級編制及

び教職員定数の標準に関する法律で定められている。これまで、この法律では、小

学１年生は３５人、小学２年生から中学３年生までは４０人とされていたが、この

たびの法律の一部改正により、今年度から小学２年生も３５人、今後５年かけて段

階的に小学６年生までが３５人学級となる。 

なお、埼玉県においては、法改正以前から学級編制の特例により、小学２年生は

３５人学級が認められている。 

戸田市においては、これらの基準に則り、小学１、２年生は３５人、小学３年生

以上は４０人の学級編制となっている。 

（2） 少人数学級の狙いを伺う。 

→ 文部科学省によると、今回の改正は、Society5.0 の時代の到来や子供たちの多様

化の一層の進展等の状況も踏まえ、誰一人取り残すことなく、全ての子供たちの可

能性を引き出す教育へ転換し、個別最適な学びと協働的な学びを実現することが必
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要であることから、一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな指導を可能とする

指導体制と安全・安心な教育環境を整備するためとされている。 

本市においても、このねらいを実現できるよう努めていく。 

（3） 世界一忙しいと言われている教員の労働環境の改善についての考えを伺う。 

→ TALIS２０１８、OECD 国際教員指導環境調査では、日本の教員の一週間あたりの

仕事時間が調査参加国中、最も長いという結果が出ている。教員の働き方改革は、

県でも最重要課題に位置づけられており、本市においても喫緊の課題と捉えている。 

現在、各学校では、働き方改革を推進するためのチームを組織し、業務の精選や

統合を図るなど、校長を中心に主体的に業務改善に取り組んでいる。 

戸田市教育委員会では、勤務時間の管理、勤務時間の上限に関するガイドライン

遵守を指導するとともに、ICT 機器の導入や校務システムの整備、効果的な取組を

共有するなど、様々な支援を実施している。 

また、教職員のメンタルの不調を未然防止することを第一の目的として、教職員

ストレスチェックを毎年実施している。ストレスチェックの結果、必要と認められ

た場合には、本人の希望により医師の面接指導を受けられる体制を整えている。 

今後も、学校と連携を図りながら、教員の労働環境の改善に努めていく。 

３ ヤングケアラー対策について 

（1） ヤングケアラーの実態調査が本年、国で初めて実施された。孤立化や貧困等で

友達や先生に相談できず、自らＳＯＳを発信できなくて困っている子供をどう見

つけ出していくのか。行政としてどのような支援ができるのか考えを伺う。 

 → 教育委員会では、多様な相談のニーズに応えるため、スクールカウンセラーを小

学校に週２回、中学校に週１、２回、スクールソーシャルワーカーを中学校区に週

１回配置し、専門性のある人材を活用した相談を行っている。 

また、各学校の教育相談部会等において、それぞれが把握している情報を共有す

ることで、課題を抱えた児童生徒一人一人に寄り添い、適切な支援につなげている。 

今後も、ヤングケアラーのみならず、様々な課題を抱えた児童生徒に寄り添い、

きめ細やかで適切な支援につなげるよう、取り組んでいく。 

 

佐藤太信議員（戸田の会） 

２ 学校施設のバリアフリー状況について 

（1） 市内小・中学校におけるバリアフリー化の実態は。 
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→ まず一つ目に、車椅子使用者用トイレですが、全小中学校で整備済みでございま

す。校舎又は体育館に設置している。 

次に、建物や教室等の入口までのスロープ等による段差解消であるが、１８校中、

１２校が整備済みである。 

最後に、エレベータ整備ですが、１８校中、１６校が整備済みとなっている。 

（2）  戸田第一小学校の屋内運動場（体育館）のステージ設計図について。 

→ 体育館は、文部科学省の整備目標にもあるように、フロアーの入口までのバリア

フリーを整備する設計となっているので、国の整備目標は達成していると考えてい

る。また、戸田第一小学校の改築工事等については、設計が終わり、現在、工事請

負契約に関する入札の告示がおこなわれた状況である。今回の設計は、基本設計、

実施設計を経て、その都度、議会にも報告してきた内容であるので、設計変更は考

えていない。 

（3）  今後の物理的障壁の解消に向けた取組は。 

 → 調査結果から明らかになったバリアフリー未整備箇所については、文部科学省の

通知にもあるように、可能なものから整備を進めてまいりたいと考えている。 

また、体育館のステージは、体育館フロアーや教室と違い、限られた場合の利用で

あること、ステージまでのバリアフリーについては、文部科学省のバリアフリー化

推進指針に明記されていないことなどから、国の指針の動向を注視していきたいと

考えている。 

 

本田哲議員（日本共産党戸田市議団） 

３ 田辺三菱製薬跡地に建設予定の大型物流施設に関わる諸問題について 

（1） 川岸２丁目の住宅密集地に２４時間３６５日稼働の大型物流施設の建設が進め

られるようとしている。近隣住民を中心に「川岸地区の生活環境を守る会」が結成

され、３月議会に会から請願が議会に提出され全会派一致で採択をした。その後、

文教・建設委員会において、担当課からの報告を受け、委員会としての意見を取り

まとめ要望書を提出した。現在、請願や要望書の内容を踏まえ事業者と各課協議が

行われているが、以下４点の内容について伺う。 

① 通学路について 

→ 通学路に関して市の対応としては、各課協議の中で事業者に児童・生徒の交通安

全の配慮を求めている。 

4



その結果、工事期間中、事業者は児童の登校時の午前７時３０分から８時１５分

は工事車両の出入りを見合わせることに加え、警備員を配置するとのことである。 

 

三輪なお子議員（公明党） 

２ がん教育について 

中学校では今年度から保健体育の教科書が改訂されるなど「がん教育」が本格的に

始まる。 

（1） 学校におけるがん教育について。 

  ① 本格実施される教育のポイントとその目的について伺う。 

→ 生涯のうち国民の二人に一人がかかると推測されるがんは重要な課題であり、が

んに関連する知識は、健康に関する国民の基礎的教養として身に付けておくべきも

のとなりつつある。文部科学省では、「がん教育は、健康教育の一環として、がん

についての正しい理解と、がん患者や家族などのがんと向き合う人々に対する共感

的な理解を深めることを通して、自他の健康と命の大切さについて学び、共に生き

る社会づくりに寄与する資質や能力の育成を図る教育である」と定義している。 

また、平成２８年１２月に改正されたがん対策基本法において、「がんに関する

教育の推進のために必要な施策を講ずる」旨の文言が新たに記載された。 

これらを受け、学校においてがん教育が本格実施されることになった。具体的には、

平成２９年３月に公示された新中学校学習指導要領保健体育編において、新たにがん

教育について取り扱うことが明記され、第２学年において、がんについて正しく理解

すること、健康と命の大切さについて主体的に考えることを目標に、より詳しく「が

んの予防」について学習することとなった。また、健康診断やがん検診などで早期に

異常を発見できることなどを取り上げ、疾病の回復についても触れるよう配慮するこ

とになっている。 

② 外部講師の活用について伺う。 

→ 厚生労働省から出された、平成２９年からの５か年計画である第３期がん対策推

進基本計画では、「国は、全国での実施状況を把握した上で、地域の実情に応じて、

外部講師の活用体制を整備し、がん教育の充実に努める。」ことが示されている。

県では「がん教育外部講師派遣事業」を推進しており、引き続き、市内小・中学校

へも情報を提供していく。 
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小金澤優議員（立憲民主とだ） 

１ 通学路における交通指導員について 

（1） 現在の交通指導員の配置状況について。 

① 各学区に何名ずつ配置されているか。 

→ 現在、本市では交通指導員を、市内全域で計６０箇所に配置をしている。各学区

別では、交通事情や地域の方の協力状況等によって異なるが、２名から８名の配置

を行っている。 

② 配置場所について。 

→ 配置場所につきましては、各学校から挙げられた、交通事情、歩道の状況、景観

や見通し等による危険箇所を総合的に考慮し、決定しているところである。 

（2） 市内の通学路で危険と思われる箇所を把握しているか。 

→ 市内の通学路で危険と思われる箇所については、毎年度、各小学校の校長から、

通学路上の危険箇所についての報告を求めている。そのすべての箇所について、小

学校の管理職職員と共に、教育委員会職員が現地調査を行って、把握をしている。 

（3） 今後の増員の予定は。 

→ 今後の増員については、必要性や優先順位などを考慮のうえ、予算の範囲内で対

応していく。 

３ 本市におけるケアラーへの支援について 

（3） ヤングケアラーについて 

 ① 市内における実態把握について 

→ 学校では、自校の児童生徒の中にも、ヤングケアラーがいる可能性があるという

認識に基づき、スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーなど学校に配

置している専門性のある人材を介して、ヤングケアラーのみならず、様々な課題を

抱えた児童生徒の早期発見に努め、適切な支援につなげている。 

 

遠藤英樹議員（みらいの会） 

１ 都市マスタープラン等に基づくまちづくりについて 

（1） 川岸の田辺三菱製薬跡地に建設予定の大型物流施設に係る諸問題から浮かび上

がった、都市マスタープラン等の実現について。 

① 人口の急激な変化に伴う小・中学校の受け入れ等について。 

→ はじめに、学校の受け入れ規模や中長期的な計画について、お答えする。 
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教育委員会では、現在、住民登録をしている方の情報を基に、毎年、６年先まで

の児童生徒数の予測をしている。 

その上で、現在の学校における教室不足を予測し、さらに戸田市公共施設健全度

調査の結果に基づく改築計画と合わせて、企画財政部と調整し、中期計画をたて、

それに基づき教室不足の解消に向けて教室の増改築を行っているところである。 

このような、一連のスケジュールは、今までも行ってきたところであり、平成 

２９年度の美女木小学校の仮設校舎増築、平成３１年度の新曽中学校教室棟増築、

令和２年度の戸田東小・中学校の改築、そして今年度から着工予定の戸田第一小学

校の改築、新曽小学校教室棟の増築においても、この計画の中で進めてきたもので

ある。 

次に、学区を柔軟に選択・変更できることにより、大型マンション等の大規模な

住宅開発を抑制することなく児童生徒の受け入れが可能になるのではないかにつ

いて、お答えする。 

本市では、令和元年６月に、児童及び生徒の急激な増加に対して、適正な学校規

模を保てるよう「戸田市健全な教育環境確保のための住宅開発抑制に関する指導要

綱」を定めている。その際に、学校規模の適正化に関する様々なシミュレーション

を、事前に行っている。その結果、大型マンション等の建設による小・中学校に通

う児童・生徒の急激な増加予測数は、たとえ柔軟に通学区域の設定をしても、現在

の過大規模学校の解消には繋がらないという結果となっている。 

こうしたことから、小・中学校の受け入れについては、引き続き、中学校におい

ては学校選択制を導入しつつ、現在の要綱に基づいて児童・生徒数を適正に管理す

ることや、計画的な増改築により健全な教育環境を確保していく。 
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令和３年度の教科書採択事務処理について 

１ 教科書採択の特例（概要） 

・令和２年度教科書検定において、中学校 社会（歴史的分野）の自由社「新しい歴

史の教科書」が、再申請（教科用図書検定規則による）による検定を通過。

・このような場合、教科書無償措置法第 14条、同施行令第 15条 2項、同施行規則

第 6条 3号により、採択権者の判断により採択替えをすることが可能。

２ 2 初教 67号令和 3 年 3 月 30日付け文科省初等中等教育局教科書課長通知 

「令和 4年度使用教科書の採択事務処理について（通知）」より 抜粋 

・採択替えを行う際には以下（ア）から（カ）に留意が必要。

（ア）採択替えを行うことができるのは，新たに発行されることとなった教科

書の種目のみであり，その他の種目の教科書について，採択替えを行う

ことはできないこと。

（イ）採択替えを行うか否かは，採択権者の判断によるべきものであること。

その際，都道府県教育委員会において行う新たに発行されることとなっ

た図書についての調査研究（下記（カ））の結果のほか，令和 2 年度にお

ける採択の理由や検討の経緯及び内容等を踏まえて判断することも考え

られること。 

（ウ）新たに発行されることとなった教科書の種目の全ての教科書について，

採択権者において改めて調査研究等を行った結果，採択している教科書

又は新たに発行されることとなった教科書以外の教科書に採択替えする

ことも可能であること。

（エ）上記を含めて採択替えを行う場合には，無償措置法の規定の趣旨に則り，

教科書採択の公正性・透明性を確保する観点から，採択結果及びその理由

をはじめとする教科書の採択に関する情報の積極的な公表に取り組み，採

択に関する説明責任を果たすことが必要であること。

（オ）採択替え後の教科書を採択する期間は，同一の教科書を採択しなければ

ならない期間として無償措置法施行令第 15条第 1項に規定する 4年間か

ら採択替え前の期間を控除した期間であること。

（カ）都道府県教育委員会においては，無償措置法第 10条の規定に基づき，新

たに発行されることとなった図書について調査研究を行うこと。その際，

具体的な実施方法については，各都道府県教育委員会において，その実

情を踏まえて適切に判断されるべきものであること。

報告事項④
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３ 参考法令 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 21条 6項 

（教育委員会の職務権限） 

教育委員会は、当該地方公共団体が処理する教育に関する事務で、次に掲げるものを

管理し、及び執行する。 

六 教科書その他の教材の取扱いに関すること。       ※採択権限の根拠 

 

○義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令第 15条 

（同一教科用図書を採択する期間） 

法第 14 条の規定により種目ごとに同一の教科書を採択する期間は学校教育法附則第

９条に定する場合を除き、４年とする。 

２ 採択期間内において採択した教科用図書（以下この条において「既採択教科用図

書」という。）の発行が行われないこととなつた場合その他の文部科学省令で定める場

合には、新たに既採択教科用図書以外の教科用図書を採択することができる。 

 

 ○義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行規則第６条 

（同一教科用図書の採択の特例） 

法第十四条の規定により種目ごとに同一の教科用図書を採択する期間についての令第

十五条第二項の規定により文部科学省令で定める場合は、教育課程の基準の変更に伴

い採択した教科用図書の発行が行われないこととなつた場合及び次の各号に掲げる

場合とし、同条第三項の規定により文部科学省令で定める期間は当該各号に掲げる場

合の区分に応じ当該各号に定める期間とする。 

三 教科用図書検定規則（平成元年文部省令第二十号）第十二条の規定による再申請

（同条に規定する検定審査不合格の決定の通知に係る申請図書について、当該通知を

受けた年度の翌年度に行われたものに限る。）により文部科学大臣の検定を経て、新

たに発行されることとなつた教科用図書がある場合 当該再申請が行われた年度に

採択された教科用図書を採択していた期間 

 

○義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第 14条 

（同一教科用図書を採択する期間） 

義務教育諸学校において使用する教科用図書については、政令で定めるところにより、

政令で定める期間、毎年度、種目ごとに同一の教科用図書を採択するものとする。 

 

 

〇教科用図書検定規則第 14条 

（不合格図書の再申請） 

申請図書又は修正が行われた申請図書について、第七条第一項又は第十条第二項

若しくは第三項の検定審査不合格の決定の通知を受けた者は、その図書に必要な

修正を加えた上、文部科学大臣が別に定める期間内に再申請することができる。 

※再申請の期間は、教科用書検定規則実施細則第 2 の 7 により、検定審査不合格

の決定を行った年度の翌年度の 6月 1日から 6月 10日までの期間 
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１ 令和２年度埼玉県第四採択地区教科用図書採択協議会 選定審議における  
協議要旨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 令和２年８月 戸田市定例教育委員会 委員発言要旨採択理由 
 
 
 
 
 
３ 令和２年８月 戸田市教科書採択理由（社会「歴史的分野」） 
 
 
 
 
 

・どの世代の先生も子供たちも使いやすいものか 
・新学習指導要領が目指す自ら学び続ける子供の育成に資するものか 
・補助資料や時代に応じたデジタルコンテンツなどが充実しているか 

R2 採択理由 
一つの事象を地理・歴史・公民の視点から考察したり説明したりできるよ

う工夫されている。また、教科書を貫く五つのテーマとして「環境・エネ

ルギー」「防災・安全」「人権・平和」「伝統・文化」「情報・技術」が構成

されており、他分野との関連を図りながら現代的な諸課題を意識して学習

を進めていくことができる。 

・単元の学習が構造化され、生徒が段階的に課題解決したり、見通しをも

って学習に取り組んだりするための工夫があるか 
・内容のまとまりを通して資質・能力を身に付けさせる工夫があるか 
・日本の伝統と文化の多様性に気付き、その継承者としての資質・能力を

育む工夫があるか 
・生徒が思考を整理し、自らの考えを表現できる工夫があるか 
・高等学校への接続の工夫があるか 
・社会３分野の連携（レイアウト、関連のマークなどの工夫）を図る工夫

があるか 
・現代的な諸課題を意識して学習を進める工夫があるか 
・歴史的な見方・考え方を働かせるための工夫があるか 
・デジタルコンテンツに工夫はあるか 
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参考資料 

 

 

令和４年度使用中学校用教科用図書 

社会（歴史的分野） 

 

調査資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県教育委員会 

 



                                       

中・社（歴史）―1 
 

社会科（歴史的分野）調査資料 作成の観点 

 

 

 

 書名 

 

項目 
○○○○ ○○○○○ 

発行者番号 

発行者名 

 

内 容 

＜知識及び技能が習得されるようにするための工夫＞ 

○我が国の歴史の大きな流れを、世界の歴史を背景に、各時代の特色を踏まえて理解 

 できるように、どのような工夫が見られるか。 

○諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けられる 

 ように、どのような工夫が見られるか。 

＜思考力、判断力、表現力等を育成するための工夫＞ 

○歴史に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などについて、多面的・多角的 

 に考察したり、歴史に見られる課題を把握し複数の立場や意見を踏まえて公正に選 

 択・判断したりする力を養うために、どのような工夫が見られるか。 

○思考・判断したことを説明したり、それらを基に議論したりする力を養うために、 

 どのような工夫が見られるか。 

＜学びに向かう力、人間性等を涵養するための工夫＞ 

○歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を 

 主体的に追究、解決しようとする態度を養うために、どのような工夫が見られる 

 か。 

○多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国の歴史に対する愛情、 

 国民としての自覚、国家及び社会並びに文化の発展や人々の生活の向上に尽くした 

 歴史上の人物と現在に伝わる文化遺産を尊重しようとすることの大切さについての 

 自覚などを深め、国際協調の精神を養うために、どのような工夫が見られるか。 

＜課題を追究・解決する活動の充実を図るための工夫＞ 

○分野の学習において課題（問い）を設定し、その課題（問い）の追究のための枠組 

 みとなる多様な視点に着目させ、課題を追究したり解決したりする活動が展開でき 

 るように、どのような工夫が見られるか。 

資 料 
〇学習効果を高めるために、資料には、どのような工夫が見られるか。 

〇資料の配置、資料と本文との関係には、どのような工夫が見られるか。 

表記・

表現 

〇学習効果を高めるために、表記・表現（見出し、記号、用語、脚注等）に、どのよう

な工夫が見られるか。 

総 括 （全体的な特徴、その他） 
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社会科（歴史的分野）調査資料１－１ 

 書名 

 

項目 
新しい社会 歴史 

２ 

東 書 

 

内 容 

＜知識及び技能が習得されるようにするための工夫＞ 
○見開きを１単位時間とし、導入資料、学習課題、本文、「チェック＆トライ」で構成 

されている。また、小学校の学習事項が年表に位置付けられている。 

○学習に必要な技能を身に付ける「スキル・アップ」が設けられている。また、身に付

けた技能を活用する「読み取る」「まとめる」などのコーナーが設けられている。 

＜思考力、判断力、表現力等を育成するための工夫＞ 
○見開きのまとめ｢チェック＆トライ｣では、学習内容の説明や要約、原因や結果をまと

めたりする等、事象を解釈して表現できるように工夫されている。 

○章末「まとめの活動」では、「クラゲチャート」、「Ｘチャート」、「ピラミッドストラ

クチャ」等の思考を整理するツールを活用した学習活動が設けられている。 

○「見方・考え方」のコーナーを設けたり、マークを付したりすることで、歴史的な見

方・考え方を働かせてより深く思考・判断できるように工夫されている。 

＜学びに向かう力、人間性等を涵養するための工夫＞ 
○１単位時間の学習で追究する学習課題を示し、生徒が見通しをもって主体的に学習

を進められるように工夫されている。 

○生徒キャラクターの会話で、生徒が探究課題を主体的に解決するヒントが示されて

いる。また、思考を整理するための思考ツールが提示されている。 

＜課題を追究・解決する活動の充実を図るための工夫＞ 
○各時代の導入に小学校の振り返りと小集団の協働的な活動が設けられ、単元全体を

貫く「探究課題」を立てて、学習に見通しをもたせるように工夫されている。 

○章末「まとめの活動」では、｢探究のステップ｣が設けられ、見開きごとの活動が段階

的に｢探究課題｣の解決へとつなげられるように構成されている。 

○「みんなでチャレンジ」では、対話的な学習の場面が設けられ、持続可能な社会の実

現に向けて構想し、積極的に社会参画したり、他者と協働したりしながら、より良い

社会を築こうとする意識や態度を養えるように工夫されている。 

資 料 

○見開きの上部に学習意欲を高めるための導入資料や探究の中心となる資料が写真等

で大きく掲載されている。 

○ページごとに写真・地図・系図・統計・組織のしくみ等が掲載されている。資料には、

出典・所蔵のほか、資料の大きさが記されている。 

○Ｄマークや二次元コードを付し、インターネットを使った学習ができるように工夫

されている。 

表記・

表現 

○本文などには、ＵＤフォントが使用されている。 

○見開きの見出し・資料名・重要語句は、太字で表記されている。見開きに見通しをも

つための学習課題と学習内容の定着のための２段階の課題が示されている。 

○見開きで学習している時期を示すスケールが入れられている。また、地理や公民の学

習と関連が深い内容には、関連マークが付けられている。 

○本文は、敬体で記され、参照ページが設けられている。資料には、見開きで通し番号

が付けられ、本文の関連箇所にも同じ番号が付けられている。 

総 括 

○教科書の紙面は、ＡＢ版が採用されている。 

○教科書全体を｢環境・エネルギー｣｢人権・平和｣｢伝統・文化｣｢防災・安全｣｢情報・技

術｣の５つのテーマで貫き、現代的な諸課題を意識しながら学習を進めることができ

るように配慮されている。 
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社会科（歴史的分野）調査資料１－２ 

 書名 

 

項目 
中学社会  歴史  未来をひらく 

１７ 

教 出 

 

内 容 

＜知識及び技能が習得されるようにするための工夫＞ 
○見開きを１単位時間とし、本文、資料、学習活動で構成されている。また、本時の学

習をまとめる「確認」と「表現」が設けられている。 

○絵や写真、新聞、地図や系図等の学習の中で活用する資料について、資料活用の方法

や手順を示している「歴史の技」が設けられている。 

＜思考力、判断力、表現力等を育成するための工夫＞ 
○見開きのまとめ｢表現｣では、学習内容を自分の言葉で説明したり、対話したりするこ

とで事象を解釈して、表現できるように工夫されている。 

○「歴史の窓」やテーマ学習のページでは、個人やグループで歴史的事象について多面

的・多角的な思考や理解を深められるように工夫されている。 

○章末「学習のまとめと表現」では、時代の特色を言葉で説明する活動が設けられ、歴

史的な見方・考え方を働かせて、考えを深められるように工夫されている。 

＜学びに向かう力、人間性等を涵養するための工夫＞ 
○導入の「学習を始めよう」では、資料が大きく掲載され、生徒が自ら資料を読みなが

ら、章の学習が見通しをもって進められるように工夫されている。 

○生徒が自ら資料を読み解くために「読み解こう」のコーナーを設け、読み解きのガイ

ドとして活用できるように工夫されている。 

＜課題を追究・解決する活動の充実を図るための工夫＞ 
○各時代の導入「学習を始めよう」では、その時代を象徴するような資料とそれに関わ

る問いが示され、見通しをもって学習が進められるように工夫されている。 

○本文とは視点を変えてとらえ直す｢特設ページ｣が設けられ、現代社会の諸課題と照

らし合わせ、多面的・多角的に考察できるように工夫されている。 

○巻末「歴史学習の終わりに ～歴史を振り返って、未来を構想しよう～」では、これ

からの社会を築いていくため、自分たちには何ができるかを考察・構想し、主体的に

社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養えるように工夫されている。 

資 料 

○見開きの上部に学習のきっかけや探究の中心となる、導入資料・中心資料が写真等で

大きく掲載されている。 

○ページごとに写真・地図・系図・統計・組織のしくみ等が掲載されている。資料に吹

き出しを付け、疑問点や解説が掲載されている。 

○教科書とウェブサイトをリンクさせ、学習に役立つ様々な情報を得ることができる

「まなびリンク」が設けられている。 

表記・

表現 

○本文などには、ＵＤフォントが使用されている。 

○見開きの見出し・資料名・重要語句は、太字で表記されている。見開きに見通しをも

つための学習課題と学習内容の定着のための２段階の課題が示されている。 

○見開きに「時代スケール」として学習する時代の範囲を色で表し、小学校で学習した

人物・中学校で学習する人物が識別できるように工夫されている。 

○本文は、敬体で記され、参照ページが設けられている。資料には、見開きで通し番号

が付けられ、本文の関連箇所にも同じ番号が付けられている。 

総 括 

○教科書の紙面は、ＡＢ版が採用されている。 

○教科書全体を通して、人権や平和、環境、災害・防災等、現代社会に見られるさまざ

まな課題や、それにつながる歴史を取り上げ、自己と社会・歴史とのつながりについ

て、考えを深められるように配慮されている。 
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社会科（歴史的分野）調査資料１－３ 

 書名 

 

項目 

社会科 中学生の歴史 

日本の歩みと世界の動き 

４６ 

帝 国 

 

内 容 

＜知識及び技能が習得されるようにするための工夫＞ 
○見開きを１単位時間とし、導入、学習課題、本文で構成されている。また、学習内容

を振り返る「確認しよう」「説明しよう」で構成されている。 

○歴史的な見方・考え方を働かせる上で必要な基礎的な技能が習得できる「技能をみが

く」コーナーが設けられている。 

＜思考力、判断力、表現力等を育成するための工夫＞ 
○見開きのまとめ「説明しよう」では、学習内容を振り返り、習得した知識を活用して

自分の言葉でまとめ、表現できるように工夫されている。 

○章のはじめに設けられた「問い」は、時代の特色を論理的に説明する際の手がかりと

なるように工夫されている。 

○「章の学習を振り返ろう」では、歴史的な見方・考え方を働かせて、考えを整理し、

話し合い、説明することで学びを深められるように工夫されている。 

＜学びに向かう力、人間性等を涵養するための工夫＞ 
○「タイムトラベル」では、単元のはじめで時代の特色を見通し、本文と関連付けたり、

眺め直したりすることで、時代の振り返りができるように工夫している。 

○中学生のキャラクターが発問や気付き、学習の手がかりや示唆等を提示することで、

主体的に学習に取り組めるように工夫されている。 

＜課題を追究・解決する活動の充実を図るための工夫＞ 
○｢章の問い｣、｢節の問い｣、｢見開きの問い｣（学習課題）と単元のまとまりで課題解決

的な学習、深い学びにつなげられるように工夫されている。 

○｢章の学習を振り返ろう｣では、見開きから節、節から章へと段階的に振り返りを行

い、学習を積み重ねて課題追究ができるように構成されている。 

○「多面的・多角的に考えてみよう」と「多面的・多角的に構想する」では、社会に見

られた課題に対する当時のさまざまな立場や選択を通して考察し、さまざまな立場

と多様性を踏まえた社会の成長を構想することを促すように工夫されている。 

資 料 

○見開きの上部に学習の中心となる資料と本文と連動した資料が写真等で大きく掲載

されている。  

○ページごとに写真・地図・系図・統計・組織のしくみ等が掲載されている。資料に吹

き出しを付け、学習の手がかりが示されている。 

○二次元コードを読み込むことで、「タイムトラベル」コンテンツにアクセスしたり、

学習の理解を助ける動画等を閲覧できたりするように工夫されている。 

表記・

表現 

○本文などには、ＵＤフォントが使用されている。 

○１単位時間の見出し・資料名・重要語句は、太字で表記されている。見通しをもつた

めの学習課題と学習内容を確認・説明するための課題が２つ示されている。 

○見開きの右端に「年表インデックス」が掲載され、巻頭の日本の歴史年表・巻末の世

界史年表と照らし合わせて確認するように工夫されている。 

○本文は、敬体で記され、参照ページが設けられている。資料には、見開きで通し番号

が付けられ、本文の関連箇所にも同じ番号が付けられている。 

総 括 

○教科書の紙面は、ＡＢ版が採用されている。 

○教科書全体を通して、さまざまな立場や選択を踏まえて考察する活動が設けられた

り、歴史上の人々が連携・協働して課題の解決に取り組む姿が紹介されたりして、多

面的・多角的に歴史をとらえられるように配慮されている。 
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社会科（歴史的分野）調査資料１－４ 

 書名 

 

項目 
中学歴史 日本と世界 

８１ 

山 川 

 

内 容 

＜知識及び技能が習得されるようにするための工夫＞ 
○見開きを１単位時間とし、導入の発問、本文、「ステップアップ」による振り返りで

構成され、世界史も含めた歴史全体の流れをつかめるようにしている。 

○「歴史との対話」では、歴史を学ぶための基礎知識と、歴史の調べ方を示し、歴史学

習に必要な技術が習得できるように工夫されている。 

＜思考力、判断力、表現力等を育成するための工夫＞ 
○見開きのまとめ｢ステップアップ｣では、授業で学んだことを整理し、その後の歴史や

現代の自分たちにどう影響したか、考えられるように工夫されている。 

○「歴史を考えよう」では、美術作品や史料・地図、憲法や選挙等が取り上げられ、話

し合いや考察を通して歴史の思考力を養えるように工夫されている。 

○章末「まとめ」では、時代全体を俯瞰して考えるための問いかけがあり、歴史的な見

方・考え方を働かせて、考えを深められるように工夫されている。 

＜学びに向かう力、人間性等を涵養するための工夫＞ 
○「身近な地域を調べよう」では調査の順序、注意事項等を示し、生徒が主体的に取り

組めるように工夫されている。 

○生徒にとって意味の分かりにくい用語に用語解説を付している。同じページに示す

ことで、理解し易いように工夫されている。 

＜課題を追究・解決する活動の充実を図るための工夫＞ 
○学習の見通しをもてるように、各章の冒頭に視覚的に歴史の流れをつかめるような

資料を用いたり、見開きの冒頭に学習課題が明示されたりしている。 

○｢身近な地域を調べよう｣では、実際の中学生を想定し、調査の順序や注意事項を示し

て、生徒が主体的に課題を追究することができるように工夫されている。 

○「歴史を考えよう」や「地域からのアプローチ」では、史料の細部をクローズアップ

したり発掘調査の結果を踏まえたりすることで、さまざま角度から課題を追究でき

るように工夫されている。 

資 料 

○見開きの上部に学習の中心となる資料と本文と連動した資料が写真等で大きく掲載

されている。 

○ページごとに写真・地図・系図・統計・組織のしくみ等が掲載されている。資料に発

問を付け、資料を読み取る視点が示されている。 

○二次元コードを付し、博物館・資料館のホームページサイトや動画を見る等、課題を

追究した学習ができるように工夫されている。 

表記・

表現 

○地図・グラフなどは、ＵＤに配慮されている。 

○見開きの見出し・資料名・重要語句は、太字で表記されている。見開きに見通しをも

つための学習課題と課題追究のための「ステップアップ」の発問が示されている。 

○各章のはじめに、章で学ぶ時代の日本と世界の出来事の帯年表が掲載されている。ま

た、章に関係する写真が上下に分けて時代順に示されている。 

○本文は、常体で記され、参照ページが設けられている。資料には、見開きで通し番号

が付けられ、本文の関連箇所にも同じ番号が付けられている。 

総 括 

○教科書の紙面は、ＡＢ版が採用されている。 

○教科書全体が歴史を学ぶ力を養うために「流れをつかむ」「歴史を考える」「世界史を  

 知る」という３つのポイントで構成されている。また、高校につながる教科書として 

 構成・叙述の流れや資料等が工夫されている。 
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社会科（歴史的分野）調査資料１－５ 

 書名 

 

項目 
中学社会 歴史的分野 

１１６ 

日 文 

 

内 容 

＜知識及び技能が習得されるようにするための工夫＞ 
○見開きを１単位時間とし、導入資料、学習課題、本文、「確認」で構成され、「確認」

では学習活動や自分の考えを説明させる問いが提示されている。 

○「スキルＵＰ」では、歴史学習を進めるにあたって必要な技能を解説している。社会

的事象等について調べ、まとめる技能が身に付けられるように工夫されている。 

＜思考力、判断力、表現力等を育成するための工夫＞ 
○見開きのまとめ｢確認｣では、学習内容を理解しているか確認するために、自分の言葉

で説明する問いが設けられている。 

○章末「とらえよう！○○の特色」では、習得した知識を関連させ、時代の特色を考え

説明したり、話し合いや意見交換したりする学習活動が設けられている。 

○見開きの「見方・考え方」では、学習課題の解決に向けた手がかりが示され、「深め

よう」では、問いを通して学習課題の理解が深められるように工夫されている。 

＜学びに向かう力、人間性等を涵養するための工夫＞ 
○「歴史との対話を未来に活かす」では、テーマ別さくいんが設けられ、災害・政治参

加・世界平和について考える学習課題が示されている。 

○地域や先人の知恵に学ぶことができるように、身近な地域の歴史や文化財・先人を 

 紹介するコーナーや特設ページが設けられている。 

＜課題を追究・解決する活動の充実を図るための工夫＞ 
○各時代の導入では、年表や世界地図を使った時間軸と空間軸から時代を概観し、学習

の｢めあて｣を明示して学習の見通しをもてるように工夫されている。 

○歴史の学習の最後｢『歴史との対話』を未来に活かす｣では、課題の解決に向けて歴史

をふまえて未来を考える学習活動が設けられている。 

○「『歴史との対話』を未来に活かす」や「先人に学ぶ」では、現代の課題の背景や人

権、環境、平和、防災、減災への先人たちの取り組みを学び、解決の手立てについて

生徒が歴史を踏まえて考えることができるように工夫されている。 

資 料 

○見開きの上部に学習の導入となる写真資料や関心を高めるための地図が大きく掲載

されている。 

○ページごとに写真・地図・系図・統計・組織のしくみ等が掲載されている。資料の内

容を読み取ったり、読み取ったことを基に表現したりする活動が示されている。 

○教科書内容の理解を助ける動画やワークシートなどの教科書ＱＲコンテンツをウェ

ブサイトで公開し、教科書には「デジタルマーク」が表示されている。 

表記・

表現 

○本文などには、ＵＤフォントが使用されている。 

○１単位時間の見出し・資料名・重要語句は、太字で表記されている。見通しをもつた

めの学習課題と手がかり、学習内容を理解するための問いが示されている。 

○見開きの右端に学習している「時代」を色で示した年表が掲載されている。見開きの

下部には小学校で学習した人物や地理・公民との連携が示されている。 

○本文は、敬体で記され、参照ページが設けられている。資料には、見開きで通し番号

が付けられ、本文の関連箇所にも同じ番号が付けられている。 

総 括 

○教科書の紙面は、ＡＢ版が採用されている。 

○教科書全体を「私たちと歴史」「古代までの日本と世界」「近世の日本と世界」「近代

の日本と世界」「現代の日本と世界」の６つに編成し、詳細な学習に陥ることがない

ように学習内容の焦点化を図るための配慮がされている。 
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社会科（歴史的分野）調査資料１－６ 

 書名 

 

項目 
新しい歴史教科書 

２２５ 

自由社 

 

内 容 

＜知識及び技能が習得されるようにするための工夫＞ 
○見開きを１単位時間とし、導入、学習課題、本文、「チャレンジ」で構成されている。

また、本時で扱うおおよその時期を示した「歴史モノサシ」が設けられている。 

○章末「復習問題のページ」では、用語についての問いや地図問題に取り組むことを通

して、学習してきた知識を身に付けられるように工夫されている。 

＜思考力、判断力、表現力等を育成するための工夫＞ 
○見開きのまとめ「チャレンジ」では、学習したあと挑戦したいワンポイントの課題が

示され、学習内容を自分の言葉で表現するように工夫されている。 

○章末「対話とまとめ図のページ」では、学習内容を整理したまとめ図をもとにした対

話文を読むことを通して、学習内容を振り返るよう工夫されている。 

○章末「○○とはどんな時代だっただろうか」では、時代比較・人物比較・「ひとこと」

作文等を通して、自分の言葉でまとめ、表現するように工夫されている。 

＜学びに向かう力、人間性等を涵養するための工夫＞ 
○「調べ学習のページ」では、資料から課題を見付けたり、情報を調べたりすることで、

歴史について関心をもつことができるように工夫されている。 

○本文の記述を深め、歴史の見方のヒントを与える読み物や「知っ得ポイント！」等を

掲載し、主体的に学習に取り組めるよう工夫されている。 

＜課題を追究・解決する活動の充実を図るための工夫＞ 
○各時代の導入にその時代を象徴するような資料と小学校で学んだ人物を中心にした

「登場人物紹介コーナー」が示され、学習の見通しをもてるように工夫されている。 

○章末に「調べ学習のページ」「復習問題のページ」「時代の特徴を考えるページ」「対

話とまとめ図のページ」が設けられ、学習を積み重ねて課題追究ができるように構成

されている。 

○巻末「歴史を学んで」では、設定された複数の課題を学習してきた内容を活用して考

え、解決することを通して日本の歴史の特色を捉えられるように工夫されている。 

資 料 

○見開きの上部に学習の中心となる資料と本文と連動した資料が写真等で大きく掲載

されている。 

○ページごとに写真・地図・系図・統計・組織のしくみ等が掲載されている。資料に吹

き出しを付け、疑問点や解説が掲載されている。 

○生徒が興味・関心をもって読み進められるように、学習内容に関連したコラム「もっ

と知りたい」や「人物クローズアップ」などが設けられている。 

表記・

表現 

○図版は、色覚特性に配慮されている。 

○見開きの見出し・資料名・重要語句は、太字で表記されている。見開きに見通しをも

つための学習課題と学習のまとめの２つの課題が示されている。 

○見開きの左端に「歴史モノサシ」が掲載され、その単元で扱うおおよその時期を示し

歴史の大きな流れと現在の学習範囲が確認できるように工夫されている。 

○本文は、敬体で記され、参照ページが設けられている。資料には、見開きで通し番号

が付けられ、本文の関連箇所にも同じ番号が付けられている。 

総 括 

○教科書の紙面は、ＡＢ変型判が採用されている。 

○我が国の歴史や人物を尊重する態度を育てるための「もっと知りたい」や歴史上の人

物の功績について触れる「人物クローズアップ」等のコラムが設けられ、学習に具体

性や発展性をもたせるように配慮されている。 
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社会科（歴史的分野）調査資料１－７ 

 書名 

 

項目 
［最新］新しい日本の歴史 

２２７ 

育鵬社 

 

内 容 

＜知識及び技能が習得されるようにするための工夫＞ 
○見開きを１単位時間とし、導入資料、学習課題、本文、学習のまとめで構成され、つ

かむ、調べる、まとめる、表現するという配列になっている。 

○「地域の歴史を調べてみよう」では、身近な地域の歴史の情報を収集し、レポートに

まとめ、発表するという方法が示されている。 

＜思考力、判断力、表現力等を育成するための工夫＞ 
○見開きの学習のまとめでは、学習内容をレポートや論述形式でまとめたり、解釈した

りする問いが設けられている。 

○「『私の歴史博物館』をデザインしてみよう」では、展示方法を考えさせることで、 

 資料から情報を効果的に調べ、まとめられるように工夫されている。 

○章末「学習のまとめ」では、歴史的な見方・考え方を働かせて、時代の特色を自分の

言葉や図で表現する学習活動が設けられている。 

＜学びに向かう力、人間性等を涵養するための工夫＞ 
○序章「歴史探検！」では、歴史を学ぶ意欲が高まるように、小学校での学習を振り返

ったり、特定の人物について調べ、まとめ、発表したりする活動が設けられている。 

○「歴史のターニングポイント」では、生徒が、「もし、その時、私が当事者だったら」

という意識で、歴史と向き合えるように工夫されている。 

＜課題を追究・解決する活動の充実を図るための工夫＞ 
○見通しをもちながら学習を進めることができるように、見開きごとに資料を使い問

題解決できるような学習課題が明示されている。 

○各章冒頭の「○○の世界へようこそ！」では、課題と主体的に向き合うための設問が

設けられ、歴史に関わる諸事象についての課題を主体的に追究、解決しようとする態

度を養えるように工夫されている。 

○巻末「歴史学習のまとめ」では、学習した内容を活用して、日本の歴史を大観し、表

現する学習活動が設けられている。 

資 料 

○見開きの上部に学習意欲を高めるための導入資料や本文と連動した資料が写真等で

大きく掲載されている。 

○ページごとに写真・地図・系図・統計・組織のしくみ等が掲載されている。導入資料

には発問を付け、資料を読み取る視点が示されている。 

○「日本の美の形」「歴史絵巻」等のページは、生徒が視覚的に興味をもって取り組め

るように工夫されている。 

表記・

表現 

○図版は、色覚特性を踏まえた判別しやすい色が使われている。 

○見開きの見出し・資料名・重要語句は、太字で表記されている。見開きに見通しをも

つための学習課題と学習のまとめの二つの課題が示されている。 

○各章の章扉に「歴史絵巻」「歴史モノサシ」が掲載され、歴史の大きな流れと現在の

学習範囲が確認できるように工夫されている。 

○本文は、敬体で記され、参照ページが設けられている。資料には、見開きで通し番号

が付けられ、本文の関連箇所にも同じ番号が付けられている。 

総 括 

○教科書の紙面は、ＡＢ判が採用されている。 

○学習内容の理解をより深める「歴史ズームイン」、多面的・多角的に考える視点を提

示する「歴史ビュー」、歴史上の人物の活躍を紹介する「人物クローズアップ」等の

コラムが設けられ、学習に具体性や発展性をもたせるように配慮されている。 
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社会科（歴史的分野）調査資料１－８ 

 書名 

 

項目 
ともに学ぶ人間の歴史 

２２９ 

学び舎 

 

内 容 

＜知識及び技能が習得されるようにするための工夫＞ 
○章の扉のページで部の学習課題があり、章のあと・部のおわりに章をふりかえる・部

の学習のまとめが設けられている。 

○「地域の博物館で調べる」でインターネットや博物館を利用した調べ学習・体験者 

からの聞き取り・討論の方法等が紹介されている。 

＜思考力、判断力、表現力等を育成するための工夫＞ 
○特設ページ｢歴史を体験する｣では、活動を通して考えたことを話し合ったり、発表し

たりする問いが設けられている。 

○「章の振り返り」では、歴史事象をさまざまに関連付けさせたり、意見交換をさせた

りして、グループ活動等を通して深められるように課題が設定されている。 

○「部の学習のまとめ」では、歴史的な見方・考え方を働かせて、各時代の特色を多面

的・多角的に考察し、学びを深められるように工夫されている。 

＜学びに向かう力、人間性等を涵養するための工夫＞ 
○特色のある図版と記述等から疑問や問いが生まれるように工夫されている。また、本

文の太字をなくしている。 

○章の扉のページに北極を中心とした地図を置き、テーマに沿って世界各地のようす 

を想像・予想できるように工夫されている。 

＜課題を追究・解決する活動の充実を図るための工夫＞ 
○各時代の導入として、扉ページで各時代の｢学習課題｣が示されており、学習を進めな

がら時代の特色を考えていく構成になっている。 

○現代史を充実させ、歴史を今日の課題と結びつけ、より良い社会の実現に向けて考え

られるように公民学習につなげられるように工夫されている。 

○現代史の学習では、２１世紀までテーマを設定し、歴史的事象を今日の社会と結びつ

け、より良い日本の社会と世界の実現を視野に、さまざまな社会の課題を主体的に追

究、解決しようとする態度を養えるように工夫されている。 

資 料 

○見開きの上部に学習意欲を高めるための導入資料や本文と連動した資料が写真等で

大きく掲載されている。 

○ページごとに写真・地図・系図・統計・組織のしくみ等が掲載されている。資料には、

出典・所蔵が掲載されている。 

○側注・グラフ・資料等から、歴史的事象や課題について多面的・多角的に考えられる

ように工夫されている。 

表記・

表現 

○地図・グラフは、色覚特性に配慮されている。 

○見開きの見出しは、太字で表記されている。見開きに生徒の関心を引き出すタイトル

と見通しをもつための学習課題が示されている。 

○巻末の年表では、日本の社会・政治・経済の動きと日本の文化・宗教が世界の出来事

と関連付けて掲載されている。 

○本文は、敬体で記され、学年に応じた文章表現や漢字が使用されている。資料には、

見開きで通し番号が付けられている。 

総 括 

○教科書の紙面は、Ａ判が採用されている。 

○生徒の主体的な学びの実現を目指した図版や記述の工夫がされている。女性や子ど

も等、さまざまな分野・階級の人びとの生活を学ぶことで、誰もが個人として尊重し

合える社会について考えを深められるように配慮されている。 
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社会科（歴史的分野） 調査資料２ 

 ○内容別ペ－ジ数 ※教科書に記されているペ－ジ数の内訳を数えたもの 

内容 東書 教出 帝国 山川 日文 自由社 育鵬社 学び舎 

Ａ 
(1) 私たちと歴史 １０ ９ ７ ３ １１  ８  １３ ６ 

(2) 身近な地域の歴史 １６ １９ ３１ １９ １１  ８  １０ ４ 

Ｂ 

(1) 古代までの日本 ４２ ４０ ４２ ４４ ４８ ５０ ５０ ４４ 

(2) 中世の日本 ３４ ３４ ３４ ３８ ４０ ３６ ３４ ３２ 

(3) 近世の日本 ４８ ４８ ４８ ５０ ５０ ４２ ５２ ４８ 

Ｃ 
(1) 近代の日本と世界 ９８ １０４ ９６ ９７ ９９ １０４ ９８ １１０ 

(2) 現代の日本と世界  ３２ ３７ ３０ ２８ ４４ ３４ ３８ ３４ 

その他（資料ペ－ジ・索引）  ２８ ２７ ２２  １５ ３１ ３０ ２３ ３０ 

総ペ－ジ数 ３０８ ３１８ ３１０  ２９６ ３３６ ３１２ ３２０ ３０８ 

※総ペ－ジ数は目録に記載されたペ－ジ数 

 

○基礎・基本の定着  

⑴取り上げている日本の歴史上の人物数（索引から） 

※日本において我が国の歴史とかかわった外国人を含む。 

 東書 教出 帝国 山川 日文 自由社 育鵬社 学び舎 

古代まで ３２ ３５ ２９ ３２ ２９ ３４ ４４ ２５ 

中世 ６５ ５９ ５２ ５９ ４８ ６０ ５５ ４４ 

近世 ６９ ７９ ５１ ８３ ４７ ８７ １０４ ５１ 

近代 １０２ １１９ １１３ ９６ ９３ １０８ １３１ ７２ 

現代 ２９ ３１ ３３ １７ １３ ２６ ４５ ２３ 

合計 ２９７ ３２３ ２７８ ２８７ ２３０ ３１５ ３７９ ２１５ 

⑵我が国の歴史的背景として取り上げている世界の歴史のペ－ジ数 

 東書 教出 帝国 山川 日文 自由社 育鵬社 学び舎 

古代まで １０ １２ １０ １４ １７ ８ ６ １８ 

中世 ２ ２ ０ ４ ２ ２ ２ ６ 

近世 ６ ６ ６ １０ ６ 4 ４ ８ 

近代 ２４ ２４ ２０  ２６ ２２ １０ １４ ３４ 

現代 ４ ６ ２ ６ ８ ０ ４ １０ 

合計 ４６ ５０ ３８ ６０ ５５ ２４ ３０ ７６ 

（世界の歴史を中心に構成されたペ－ジを数えたもの） 
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○言語活動の充実 

 ⑴各時代を大観して、時代の特色を多面的・多角的に考察し表現する学習 

東書 

〇古代：古代日本のキ－パ－ソンはだれだろう／〇中世：古代との比較から中世の特色

を探ろう／〇近世：近世で最も活躍した身分はどれだろう／〇近代：日本と世界との結

び付きを考えよう、戦争へのタ－ニングポイントは何だろう／〇現代：現在の日本を形

作ったものは何だろう 

教出 
〇各章：学習のまとめと表現(○○の時代の移り変わりを確かめよう。○○の舞台を地

図で確かめよう。○○について説明しよう。○○の時代の特色を考えよう。) 

帝国 
〇各章:章の学習を振り返ろう(学んだ事を確かめよう。歴史的な見方・考え方を働かせ

て時代の特色を説明しよう) 

山川 〇各章：まとめ 

日文 

〇古代：「文字の変化」／〇中世：「法」／〇近世：「幕府の収入」／〇近代 

「明治政府の政策」「戦争」／〇現代：「復興と成長の源」に着目して、時代の特色にせ

まろう 

自由社 〇各章：時代の特徴を考えるページ（〇〇とはどんな時代だったのだろうか） 

育鵬社 〇各章：学習のまとめ(〇〇〇の時代をふり返って考えてみよう) 

学び舎 〇各章：第〇章をふりかえる／学習のまとめ／歴史を体験する 

 

○社会に参画する資質・能力の育成  

⑴身近な地域の歴史を調べる活動（具体的な事項） 

 内容 

東書 

「地域の歴史を調べよう」(大陸への玄関口･福岡／戦国時代の城下町･一乗谷／会津藩

の政治と産業／多文化共生都市･神戸／東京大空襲の記憶を伝える／広島の復興と平和

への思い) 

教出 

「身近な地域の歴史を調べよう」(地域の遺跡や古墳を訪ねて／地域の寺社を訪ねて／

地域の街道や港を訪ねて／明治期の面影を訪ねて／大正･昭和初期の面影を訪ねて／ 

移り変わる戦後の街を訪ねて) 

帝国 

「歴史を探ろう」(古墳から分かる当時の様子／東アジアに開かれた窓口 博多／ 

琉球とアイヌの人－の暮らし／昆布ロ－ドと北前船／世界有数の百万都市 江戸／世界

に開かれた港 横浜／移住と開拓が進む北海道／「絹の道」と日本の製糸業／発展する産

業都市 大阪・神戸／長野県から見る満州移民／戦場となった沖縄) 

山川 「地域からのアプロ－チ」(奈良／福岡／平泉／金沢／札幌／広島／沖縄) 

日文 

「でかけよう！地域調べ」(史跡見学に行こう 平城宮跡を歩く－奈良県奈良市－／ 

歴史博物館に行こう 草戸千軒町遺跡を調べる－広島県福山市－／城下町を訪ねよう 城

下町姫路を調べる－兵庫県姫路市－／近代化遺産を訪ねよう 富岡製糸場を調べる－群

馬県富岡市－／戦争遺跡を訪ねよう 大阪の空襲を調べる－大阪府大阪市－／ 

地域の環境の歴史を調べよう 公害克服の歴史を調べる－福岡県北九州市－) 

自由社 

「地域の歴史を調べる」（堺市の歴史を調べよう A班 古墳を調査 B班 港を調査 

C班 千利休の屋敷跡を調査 D班 港を調査）／ 

「調べ学習のページ」（歩いてみよう！ 江戸のまち／日本の近代産業発祥の地 長崎） 

育鵬社 
「地域の歴史を調べてみよう」（大阪の歴史・ワクワク調査隊／横浜の歴史・ワクワク

調査隊） 

学び舎 
「地域の博物館で調べる」／「歴史を体験する」(地域の歴史を歩く／一人ひとりの歴

史・家族の歴史) 

 



                                       

中・社（歴史）―12 
 

○埼玉県の歴史的事象 ※資料の出典が、埼玉県内の博物館等に所蔵されているものを含む。 

 内容 

東書 

稲荷山古墳出土の鉄剣／男衾三郎絵詞／長善館（川越藩校）／渋沢栄一／１号機関車／

秩父事件／増税に泣く国民／旧国名地図（武蔵）／ 

各地の主な史跡（埼玉古墳群・吉見百穴） 

教出 

稲荷山古墳出土の鉄剣／男衾三郎絵詞／廃藩置県（入間・埼玉）／秩父事件／ 

増税に泣く国民／渋沢栄一／原爆の図／ 

各地の主な遺跡・史跡・できごと（高麗神社・吉見百穴・鉢形城跡） 

帝国 

稲荷山古墳出土の鉄剣／男衾三郎絵詞／職人尽絵／主な大名の配置（阿部）／江戸時代

の交通・関所（栗橋）／廃藩置県（入間・埼玉）／秩父事件／重税に苦しむ国民／渋沢

栄一／東京停車場之図 

山川 
稲荷山古墳出土の鉄剣／古代の行政区画（武蔵）／太平記絵巻／廃藩置県（入間・埼

玉）／渋沢栄一 

日文 

稲荷山古墳出土の鉄剣／男衾三郎絵詞／律令国家における行政区分（武蔵）／江戸時代の

主な都市・城下町（岩槻）／黒船を見学する民衆／渋沢栄一／秩父事件／ 

１００年ほど前の田園調布（渋沢栄一らが開発） 

自由社 

稲荷山古墳出土の鉄剣／鍛冶職人「職人尽絵」／荒川堰／江戸初期の主な大名の配置

（阿部）／廃藩置県による新しい府県（入間・埼玉）／渋沢栄一／ノーベル賞・梶田隆

章／鉄道博物館 

育鵬社 

人形埴輪／稲荷山古墳出土の鉄剣／前方後円墳の分布(稲荷山古墳)／男衾三郎絵詞／ 

職人尽絵／江戸時代の城下町(岩槻)／宗門改帳／大工職人たち／廃藩置県(入間・埼玉)

／渋沢栄一／秩父事件／ノ－ベル賞・梶田隆章／各地の主な遺跡 

(吉見百穴・埼玉古墳群) 

学び舎 

農夫のはにわ／稲荷山古墳出土の鉄剣／平城京までかかる日数（武蔵）／ 

千早城に立てこもる楠木正成軍／古代アンデス文化の土器／綿花の主な生産地（武蔵）／

黒船を見物する人－／武州世直し一揆／廃藩置県（入間・埼玉）／最初の切符／ 

歴史地図（秩父事件・稲荷山古墳） 

 



教義指第１９５号 

令和３年５月１３日 

各 市 町 村 教 育 委 員 会 教 育 長 

各私立小・中・高・特別支援学校長 

埼玉大学教育学部附属小・中・特別支援学校長 

筑 波 大 学 附 属 坂 戸 高 等 学 校 長 

各 県 立 中 ・ 高 ・ 特 別 支 援 学 校 長 

各 教 育 事 務 所 長 

埼玉県教育委員会教育長 

令和３年度における教科書展示会の開催について（通知） 

 標記の件について、教科書の発行に関する臨時措置法（昭和２３年法律第１３２号）第５

条に基づき、下記のとおり開催します。 

 ついては、所属教職員等が展示会に出席し、教科書研究が行えるよう御配意をお願いしま

す。併せて、開催会場等について保護者や地域等への周知を御配意くださるようお願いしま

す。 

 なお、新型コロナウィルス感染拡大防止対策等により、下記のとおりに実施することが難

しい状況になることもありますので、御了承ください。 

記 

１ 開催趣旨 （１）小・中・高等学校、特別支援学校の校長、教員及び採択関係者の教科

書の調査・研究に資する。 

（２）保護者及び県民の教科書への理解を図る。

２ 開 催 日  令和３年６月１１日（金）から１４日間 

※会場により、開催日時が異なりますので、別紙をご覧ください。

３ 会 場 等  別紙のとおり 

４ そ の 他 別紙「令和３年度 埼玉県教科書展示会 会場一覧」は、義務教育指導課

webページにも掲載します。 

http://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/902-2009128-94.html 

※適宜更新します。

担当 市町村支援部 

 義務教育指導課 教科書担当 

電話 ０４８－８３０－６７４６ 

F A X ０４８－８３０－４９６２ 

様 

報告事項⑤
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令和3年3月26日現在

講座名 担当課 開講日 回数 全参加者数
単位認定者
延べ人数

単位認定者
実質人数

新規配布

新 1 日頃からできる防災対策 下戸田公民館 7/9(木) ※宝珠大学として定員に達し、市民大学として募集せず

2 戸田ヶ原・野の草花講座 みどり公園課 10/24(土) 1 9 0 0 0

3 自治基本条例フォーラム 協働推進課 1月中旬 中止

新 4
あいパル防災ＤＡＹＳ
「アクティブ避難ＤＡＹ」

協働推進課
(上戸田地域交流センター)

2/6(土) 中止

新 5
あいパル防災ＤＡＹＳ
「ＨＵＧ (ハグ、Ｈ避難所・Ｕ運営・Ｇゲーム)」体

協働推進課
(上戸田地域交流センター)

2/7(日) 中止

6 防犯講習会 防犯くらし交通課 2/14(日) 中止

7 男女共同参画フォーラム 協働推進課
(上戸田地域交流センター)

2/27(土)  ★オンライン開催 1 24 8 8 3

8 緑化研修会 みどり公園課 2/19(金) 中止

9 樹木剪定技術講習会 みどり公園課 3/9(火) 中止

1 ボート体験教室 文化スポーツ課 11/1(日) 2 35 1 1 0

新 1 ヨガ入門講座（初級編） 新曽公民館 8/22～9/12(土) 4 22 0 0 0

2 骨こつ教室 福祉保健センター 9/9(水)、 1/14(木)、3/26(金) 2 49 14 14 1

3 ストレッチ・リズム体操 下戸田公民館 9/15～10/20(火) 5 85 24 4 2

4 生活習慣改善教室（講義編） 福祉保健センター 9/30(水) 中止

5 さわやか体操講座 美笹公民館 10/8～10/29(木) 4 16 16 4 0

6 おとなの３Ｂ体操 下戸田公民館 10/27～12/1(火) 5 85 19 4 0

新 7 認知症予防に活用したい植物療法 下戸田公民館 1/30(土)、2/6(土) 中止

新 8
免疫力アップライフ講座
～家庭でできる健康生活～

協働推進課
(新曽南多世代交流館)

12/6(日) 1 8 0 0 0

1 青山学院大学連携講座 5/16～6/20(土) 中止

2 埼玉大学連携講座 9/19～10/10(土) 4 60 60 21 3

3 岐阜女子大学サテライト講座 11/7、12/5(土) 2 32 32 20 3

新 1 とだ学 10/25(日) 1 18 18 18 6

2 市民企画講座「パラスポーツの可能性」 11/21(土) 1 28 23 23

3
戸田の魅力を掘り起こす「発見力」を育てよう！
（生涯学習サポーター養成講座）

1/23中止、2/13(土)★オンライン開催 1 6 6 6 1

1 歴史講座Ⅰ 美笹公民館 7/1、7/8(水) 2 10 6 3 0

新 2 スマホでＳＮＳ入門・体験コース 新曽公民館 8/28(金) 1 5 3 3 0

3 星空観察会：夏の星空 郷土博物館
（彩湖自然学習センター）

8/29(土) 1 19 0 0 0

4 大人の初歩ピアノ講座 新曽公民館 9/2～10/28(毎週水曜・全9回) 9 54 8 1 0

新 5 荒川と水防 美笹公民館 9/9(水) 1 17 9 9 1

新 6 インターネット講座 下戸田公民館 9/10(木) 1 4 1 1 0

新 7 人権問題について学ぶ 美笹公民館 9/23(水) 1 8 4 4 0

新 8 金融経済について 下戸田公民館 9/24(木) ※宝珠大学として定員に達し、市民大学として募集せず

9 古典文学講座 美笹公民館 10/10～10/24(土) 3 16 13 5 0

10 子育て講演会 生涯学習課 10/13(火) 1 28 5 5 2

11 環境コミュニケーション 環境課 10/20、11/10(火) 中止

12 歴史講座 新曽公民館 10/23～11/6(金) 3 42 42 15 5

13 戸田ぶらりウォーク
生涯学習課
(上戸田地域交流センター)

10/25(日) 1 19 0 0 0

新 14 人権教育講座 新曽公民館 11/5(木) 1 16 4 4 0

新 15 歴史講座Ⅱ 美笹公民館 11/12、11/19(木) 2 16 14 7 1

新 16 歴史ガイドと歩く新曽ツアー 新曽公民館 11/14、11/21(土) 2 12 11 7 0

17 彩湖周辺の野鳥観察 郷土博物館
（彩湖自然学習センター）

11/14(土)、12/20、 1/17、2/14(日) 2 35 0 0 0

新 18 ＩＴ講座　ＳＮＳ入門・体験（LINE・Twitter） 美笹公民館 11/20(金) 1 4 1 1 0

19 楽しく学ぶ韓国語教室 下戸田公民館 11/26～1/21(木) 　1/14,21中止 6 42 12 2 0

20 人権教育指導者研修会 生涯学習課 11/10(火)、11/17(火) 2 159 13 8 0

21 古典講座 中央図書館 12/6、12/13(日) 2 53 35 20 5

新 22 スマホ入門・体験コース 下戸田公民館 12/9(水) 1 8 1 1 0

23 現代文学講座 美笹公民館 12/12、12/19、12/26(土) 3 21 21 8 1

24 茶道講座 新曽公民館 1/12～2/9(火) 中止

25 人権講演会 生涯学習課 7/10(金)延期⇒1/20(水) 中止

26 コンパル講演会 協働推進課
(笹目コミュニティセンター)

2/14(日) 中止

27 現代課題講座 生涯学習課 7/11(土)延期⇒2/27(土) 中止

新 28 プログラミング講座 下戸田公民館 2/20(土)、2/27(土) 中止

29 文学講座 中央図書館  3/7、3/14、3/21(日)　→3/28(日) 中止

30 公開講座（閉講式） 生涯学習課 3/14(日) 中止

新 31 春の彩湖を歩こう 郷土博物館
（彩湖自然学習センター）

3/21(日) 中止

32 文化財講座 郷土博物館 3/21、3/28(日) 中止

新 33 人権講演会
生涯学習課
(上戸田地域交流センター)

未定 中止

新 34 広めよう、心と情報のバリアフリー 障害福祉課 未定 中止

80 1,065 424 227 34

R1年度数値(67講座) 172 3,362 1,283 588 92

◆大学連携コース◆

◆市民参画・人材養成コース◆

生涯学習課

◆教養コース◆

合　計 （全58講座）

令和２年度戸田市民大学認定講座実績

◆くらしコース◆

◆スポーツコース◆

◆健康コース◆

生涯学習課

報告事項⑥
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「いつでも・どこでも・誰でも」をモットーに！

戸 田 市 民 大 学
カリキュラム予定表

令和３年度版

※新型コロナウイルスや災害等の影響により、掲載した内容に変更が
生じる場合があります。最新情報は市ホームページをご確認ください。

戸田市教育委員会

くらし
コース

スポーツ・健康
コース

大学連携
コース

地域の学び
コース

教養
コース

パソコン・
タブレット活用

コース
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戸田市民大学は、学ぶ楽しみと活動する喜びのあふれるまちづくりの実践に向け、講座受講を単位認定す

る「市民大学認定講座」により構成しています。

また、皆様の高い学習意欲に応えるだけでなく、市民参画による事業運営を推進することで、生涯学習の一

層の充実と、地域づくりや地域文化の創造を担う人材の育成を目的に開講しています。

共に学ぶ楽しみと活動する喜びを深めていきましょう。

◆受講資格◆
戸田市在住・在勤・在学者が受講できます。
※どの認定講座からでも受講票を受け取り、気軽に参加することができます。

◆申込方法◆
市の広報「戸田市」や市ホームページで、随時募集します。
各講座を担当する課へお申込みをお願いいたします。

戸田市民大学とは？

【発行】
戸田市教育委員会 生涯学習課 （戸田市民大学事務局）
〒３３５－８５８８ 戸田市上戸田１－１８－１
電話：０４８－４４１－１８００ ファクス：０４８－４３２－９９１０
メール： kyo-syogaigaku@city.toda.saitama.jp

  くらし安心課
電話 048-441-1800(代表） ファクス 048-433-3358
メール kurashi110@city.toda.saitama.jp

  文化スポーツ課
電話 048-441-1800（代表） ファクス 048-433-3358
メール bunka-sport@city.toda.saitama.jp

  みどり公園課
電話 048-441-1800（代表） ファクス 048-433-2200
メール midori-koen@city.toda.saitama.jp

  福祉保健センター
電話 048-446-6479  ファクス 048-446-6284
メール health@city.toda.saitama.jp

  障害福祉課
電話 048-441-1800（代表） ファクス 048-444-5588
メール syogaifuku@city.toda.saitama.jp

  生涯学習課
電話 048-441-1800（代表） ファクス 048-432-9910
メール kyo-syogaigaku@city.toda.saitama.jp

  新曽公民館 電話 048-445-1811 ファクス048-445-1812

  美笹公民館 電話 048-421-3024 ファクス048-421-3060

  下戸田公民館 電話 048-443-1021 ファクス 048-443-1020

  中央図書館
電話 048-442-2800 ファクス 048-442-2801
メール chuo@library.toda.saitama.jp

　郷土博物館
電話 048-443-5600 ファクス 048-442-8988
メール hakubutu@city.toda.saitama.jp

　彩湖自然学習センター
電話 048-422-9991 ファクス 048-422-9993 
メール kyo-saiko@city.toda.saitama.jp

　新曽南多世代交流館 電話 048-229-1061 ファクス 048-447-2055 

　上戸田地域交流センター 電話 048-229-3133  ファクス 048-229-3996

　図書館上戸田分館 電話 048-442-1211

　笹目コミュニティセンター
電話 048-422-9988 ファクス 048-422-8220
メール sasameit@compal.jp

◆各講座の担当への問合せ先◆
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新型コロナウイルス感染防止対策 

講座を受講される方は、 

以下の点にご理解・ご協力をお願いします。 

（最新情報等は市ホームページをご覧ください） 

■発熱や風邪症状のある方は、講座への参加をご遠慮ください。

■会場内ではマスクの着用をお願いします。

■入室時、退室時には手指の消毒をお願いします。

■こまめな手洗い、咳エチケットを積極的に行いましょう。

■感染者の発生に備え、ご自身での受講日時の記録や、接触確認

アプリ（COCOA）等のダウンロードを推奨します。

■講座開催の前後や休憩時間も含め、会場内で近接した距離での

会話等はお控えください。

■受付時や受講時、退室時には、密集・密接した状態を避けるよう

ご協力をお願いします。

■定期的に会場内の換気を行います。

今後の感染状況によっては講座が中止・延期となる可能性があります。 

何卒ご了承ください。 

戸田市教育委員会生涯学習課 
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認定講座名 開催日 担当

新 1 詐欺被害に合わないための知識を学ぶ講座 5/13(木) 新曽公民館

新 2 戸田市の防災～日頃の備えで身を守る～講座 5/20(木) 新曽公民館

新 3 ＡＥＤ体験救急救命講座 ９月～１２月実施予定 新曽南多世代交流館

4 防犯講習会 10月下旬～11月中旬の土曜 くらし安心課

新 5 埼玉県の河川防災について 11/10(日) 美笹公民館

新 6
あいパル防災ＤＡＹＳ
「アクティブ避難ＤＡＹ」

2月実施予定 上戸田地域交流センター

新 7
あいパル防災ＤＡＹＳ
「ＨＵＧ (ハグ、Ｈ避難所・Ｕ運営・Ｇゲーム)」体
験

2月実施予定 上戸田地域交流センター

8 緑化研修会 2月実施予定 みどり公園課

9 樹木剪定技術講習会 3月実施予定 みどり公園課

認定講座名 開催日 担当

新 10 パークゴルフで体を動かす講座 5/11、5/18（火曜・全2回） 美笹公民館

11 ヨガ入門講座（初級編）
5/22～6/12
(毎週土曜・全4回）

新曽公民館

12 生き生き体操講座
6/3～6/24
（毎週木曜・全4回）

美笹公民館

13 骨こつ教室
6月、10月、1月
※年度内に１回だけ参加可

福祉保健センター

14 ボート体験教室 7月、11月実施予定 文化スポーツ課

15 パワーヨガ講座
9/4～9/25
（毎週土曜・全4回）

美笹公民館

16 ストレッチ・リズム体操
9/21～10/19
（毎週火曜・全5回）

下戸田公民館

新 17 転倒予防パドル体操講座
10/7～10/28（毎週木曜・
全4回）

美笹公民館

18 おとなの３Ｂ体操
10/26～11/16（毎週火
曜)、11/27(土)　全5回

下戸田公民館

新 19 認知症予防に活用したい植物療法 10/30(土)、11/6(土) 下戸田公民館

新 20 食べて学ぼう！薬膳講座 12月実施予定 新曽南多世代交流館

■スポーツ・健康コース

■くらしコース

令和３年度　戸田市民大学カリキュラム予定表
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認定講座名 開催日 担当

21 青山学院大学連携講座 5/15～6/5（毎週土曜・全4回)

22 埼玉大学連携講座
9月～10月実施予定
（毎週土曜・全4回)

23 岐阜女子大学連携講座
11月～12月実施予定
（土曜・全２回　対面と遠隔１回ずつ）

認定講座名 開催日 担当

24 彩湖周辺の野鳥観察
5/16、11/13(土)、12/29、
1/16、2/13 (11/13以外は日曜・
全5回)

彩湖自然学習センター

25
歴史まちあるき講座
戸田ぶらりウォーク

５月３０日（日）、１０月実施予定
（全２回）

上戸田地域交流センター
（図書館上戸田分館）

26 星空観察会：夏の星空 8/28(土) 彩湖自然学習センター

新 27
2021年は埼玉誕生150周年！！
知られざる埼玉の魅力

9/8(水) 美笹公民館

28 戸田ヶ原・野の草花講座 10月実施予定 みどり公園課

29 とだ学 １０月～１２月実施予定 生涯学習課

30 新曽地区の歴史散歩 11/13、11/20(土曜・全2回) 新曽公民館

31 歴史ガイドとめぐる街歩き 11/18(木) 下戸田公民館

32 文化財講座 １１月実施予定 郷土博物館

33 市民企画講座 11月～12月実施予定 生涯学習課

新 34 星空観察会：冬の星空 1/29(土) 彩湖自然学習センター

35
生涯学習サポーター
養成講座

１月～３月実施予定 生涯学習課

認定講座名 開催日 担当

36 大人の初歩ピアノ講座 5/12～7/28(毎週水曜・全12回) 新曽公民館

37 現代文学講座 5/15～5/29(毎週土曜・全3回) 美笹公民館

38 人権教育講座 5/27(木) 新曽公民館

39 英語でしゃべろう英会話講座 6/1～7/13(毎週火曜・全6回) 美笹公民館

40 歴史講座Ⅰ 6/30、7/7(水曜・全2回) 美笹公民館

■地域の学びコース

■教養コース

■大学連携コース

生涯学習課
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認定講座名 開催日 担当

新 41 広めよう、心と情報のバリアフリー
7/2(金)、11/1(月)
※11/1は7/2の状況により開催

障害福祉課

42 人権教育 7/8(木) 下戸田公民館

43 現代課題講座Ⅰ 7/10(土) 生涯学習課

44 英語でポップスを歌おう
8/19～11/11(隔週木曜)、
11/28(日)　全8回

下戸田公民館

45 公開講座 9/12(土) 生涯学習課

新 46 人権問題を楽しく学ぶ 9/22(水) 美笹公民館

47 古典文学講座 10/9～10/23(毎週土曜・全3回) 美笹公民館

48 子育て講演会 10/13(水） 生涯学習課

49 歴史講座 10/20(水)、10/27(水) 新曽公民館

50 歴史講座Ⅱ 11/11、11/18(木曜・全2回) 美笹公民館

51 楽しく学ぶ韓国語教室 11/25～1/20(毎週木曜・全8回) 下戸田公民館

52 人権教育指導者研修会 11/8(月）、11/12（金） 生涯学習課

53 茶道講座 1/11～2/8(毎週火曜・全5回) 新曽公民館

54 人権講演会 1/21(金) 生涯学習課

新 55
コンパル講演会
＆ミニコンサート

2月実施予定 笹目コミュニティセンター

56 現代課題講座Ⅱ（閉講式） 3/12(土) 生涯学習課

57 古典講座 １２月実施予定 中央図書館

58 文学講座 ９月～１１月実施予定 中央図書館

59 男女共同参画フォーラム 未定 上戸田地域交流センター

認定講座名 開催日 担当

新 60 タブレット入門コース 8/27(金) 新曽公民館

新 61 Power Pointの基礎講座 9/24(金) 下戸田公民館

新 62 スマートフォン入門講座 11/26(金) 美笹公民館

63 スマホ入門・体験コース 12/8(水) 下戸田公民館

新 64 Windows10講座 2/9(水)、2/10(木) 下戸田公民館

■パソコン・タブレット活用コース
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青山学院大学・戸田市連携講座の開催報告について 

 

１ 講座内容 

※当初は文化会館での対面型講義と市公式 YouTube でのオンデマンド配信（講義動画

の期間限定・申込者限定公開）を予定していたが、新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、４回全ての講義を当日オンラインでの生配信（zoom）及び市公式 YouTube で

のオンデマンド配信とした。 

回 期 日 テーマ 講 師 

１ 
５月１５日（土）

 
「インド太平洋時代」の日本外交 

青山学院大学 国際政治経済学部 

国際政治学科 教授  

菊池 努 氏 

２ ５月２２日（土）
バイデン新政権と日米関係の課題

と展望 

慶応義塾大学 総合政策学部 

教授 中山 俊宏 氏 

３ ５月２９日（土）
中国から見た日中関係－その重要

性と課題 

青山学院大学 国際政治経済学部 

国際政治学科 教授  

林 載桓  氏 

４ ６月５日（土） 
核廃絶に向けた国際的取り組みと

日本 

青山学院大学 国際政治経済学部 

国際政治学科 教授 

阿部 達也 氏 

 

２ 受講者実績        

 第１回 第２回 第３回 第４回 合計 

オンライン配信 

視聴者実績 

２９人 ２５人 ２８人 ２３人 １０５人 

オンライン満足度 ８０％ ８３％ ８６％ ８１％  

オンデマンド 

受講申込者 

５５人 ６４人 ６３人 ６２人 ２４４人 

オンデマンド

（YouTube）再生回数 

８９回 

 

９８回 

 

６５回 

(6/14 時点) 

５４回 

(6/14 時点) 

３０６回 

(6/14 時点) 

オンデマンド満足度 ７８％ ７２％ ７６％ ８０％  

※参考 令和元年度受講者数 計１９７人 

（令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施せず） 

報告事項⑦ 



図１：年代別申込者数の分布 

 

３ 青山学院大学連携講座を終えて 

新型コロナウイルスの感染防止のため、ZOOM を活用したオンラインでの当日生配信

と、撮影動画の市公式 YouTube での限定公開（オンデマンド配信）を行うこととした。 

講義では、多くの資料に基づいて、国際関係の中の日本の視点に着目しながら丁寧

に解説をしていただき、各回とも受講者たちに大変好評であった。総じて「国際関係

の新展開」という総合テーマに相応しい講義内容であったと考える。 

アンケート結果を見ると、満足度に関しては、オンラインは８０％以上、オンデマ

ンドは７０％以上と高評価であった。 

また、これまでの市民大学では参加割合が少なかった４０代～５０代の方から特に

多くの申込みをいただいた。２０代～５０代では、オンデマンドの申込率が圧倒的に

高く、自分の都合の良い時間帯に気軽に受講できることが支持されたと考えられる。 

会場受講を申し込んでいた人の中には、自宅にオンラインやオンデマンドで受講で

きる環境がないということで、キャンセルされた方もいた。今後は、対面型とオンラ

イン・オンデマンド配信を組み合わせたハイブリッド型の講座提供ができるよう、開

催手法について工夫を行っていきたい。 

 

《参加者の感想》 

・現在東アジアにおいて日本が取り巻かれてる状況がよく分かりました。（第１回） 



・旬な講師による旬なテーマでとても満足しました。（第２回） 

・世界が注目した大統領選挙について、トランプ、バイデンの⼈物像を織り交ぜなが

ら話してくれて興味深かったです。（第２回） 

・中国との関係が日本の立場からだけでなく、中国の視点からも講義を聴けたことは

大変参考になった。（第３回） 

・自分自身の核に関する知識を確認するためのよい機会になったと思います。（第４

回） 

・対面の臨場感は、何物にも代えがたい物ですが、今は「安⼼、安全」が有難いです。 

・育児家事、仕事に忙殺される中で⾃分だけの時間をもつのは調整など大きなエネル

ギーがいるのですが、動画でゆっくり集中できる時間に聴講できるのはとてもありが

たいです。 

・スクリーン表示も近くで見られるので書き写しも楽にできる。 

・今後も対面と YouTube を併用してほしい。 

 

・質疑応答の時間がなかったのが残念。 

・オンラインは初めての経験で、操作も不慣れでまごつきました。 

・濃い内容の授業を休むことなく⼀時間半も受けると流石に疲れました。 

・どうしても一方通行の講義となったが、対面だと受講者の反応を⾒ながら内容を調

整してもらえたと思いました。 

 

４ 講義の様子 

 

 

 
写真１：司会者あいさつ（５月１５日） 写真２：受講風景（５月１５日） 



写真３：オンデマンド配信（５月１５日分） 写真４：オンデマンド配信（５月２２日分） 

写真５：オンデマンド配信（５月２９日分） 写真６：オンデマンド配信（６月５日分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２７回企画展 開催要項 

１ 名 称 「１９６４〜戸田に聖火が灯る〜」 

２ 開催趣旨  １９６４年に日本で開催された第１８回オリンピック東京大会は、

敗戦後の日本の急速な復興と国際社会への復帰を象徴する一大イベ

ントであった。旧戸田町のインフラ整備もこれに合わせて大きく進み、

道路の整備や笹目橋の架橋など、オリンピックを契機に大きく変わっ

た。 

 漕艇競技会場となった戸田漕艇場は、「幻の東京オリンピック（１

９４０年大会）」（返上、中止。）の際に整備が進められたもので、１９

６４年の大会前に再整備されてボート競技開催に至った。また、会場

には聖火台が設置され、大会開催中は国立競技場から分火された聖火

を灯し続けた。 

今年の開催が予定されている東京オリンピックでは、残念ながら戸

田は競技会場になっていないが、過去２度のオリンピックにまつわる

写真資料を中心に、戸田の街や人々の暮らしの様子を展示する。 

３ 開催期間 令和３年７月１７日（土）～９月５日（日）【４７日間】 

※期間中休館日：７月２６日（月）、８月２３日（月）、８月３０日（月）、

８月３１日（火） 

４ 展示会場 戸田市立郷土博物館３階 特別展示室 

５ 主 催 戸田市立郷土博物館 

６ 展示構成 第１章 幻のオリンピックと戸田漕艇場 

第２章 漕艇競技会場決定と戸田 

第３章 １９６４〜戸田に聖火が灯る〜 

７ 入 場 料 無料 

報告事項⑧
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８ 警備態勢 開館時：常設展示室監視員とは別に展示監視員１名の配置、図書館・

郷土博物館全館の警備員による定期巡回

９ 資料搬送 借用資料搬送は、学芸員が公用車を利用して行う。 

10 関連事業 次のとおり（予定、詳細については別途起案） 

クイズラリー（名称は未定）

日程 ８月１日（日）～９月５日（日）（予定） 

会場 図書館・郷土博物館３階特別展示室 

内容 展示をじっくり見てもらうために、展示にちなんだ問題を

用意し、各自で解いてもらう。回答者のうち先着５００名

（予定）に、記念品を贈呈する。 

11 印 刷 物 ・ポスター（Ａ３判、カラー）：８００枚［主として町会配送５１７枚他］ 

・リーフレット（Ａ４判、両面カラー）：１０，０００部

[小・中学校クラス数配布 他館郵送、館内配布] 

・展示解説小冊子（Ａ４判、１６頁、カラー）：３，０００部

［館内配布、他館郵送］

12 広報活動 ・ポスター掲示（町会掲示板、小中学校、公共施設、他の博物館等施設） 

・リーフレット配布（小学校及び中学校クラス数配布、公共施設、他の

博物館等施設）

・館ホームページ、館内掲示の充実

・イベント関連サイトでの情報提供（日本博物館協会）

13 そ の 他 市が参加する「東京２０２０応援（参画）プログラム」の認証済 
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